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ま
ち
の
話
題

河北地区雄勝地区

河南地区桃生地区

　

４
月
６
日
㈰
、
河
北
警
察
署
で
「
春
の
交

通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
の
出
動
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、
４
月
６
日
㈰
か
ら
15
日
㈫

ま
で
の
間
「
交
通
ル
ー
ル
守
る
あ
な
た
が
守

ら
れ
る
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
新
入
学
児

童
に
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
や
最
近
、
急
激
に
増
加

し
て
い
る
高
齢
者
の
事
故
防
止
を
最
重
要
課

題
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

式
当
日
は
、
河
北
警
察
署
長
の
話
の
後
、

河
北
幼
稚
園
の
児
童
６
人
が
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
る
誓
い
「
み
ん
な
の
約
束
」
を
元
気

い
っ
ぱ
い
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
㈫
、
河
南
総
合
支
所
に
お
い
て
、

河
南
地
区
住
民
バ
ス
運
行
開
始
式
が
行
わ
れ
、

住
民
の
期
待
を
乗
せ
て
、
各
地
区
を
結
ぶ
四

路
線
の
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
住
民
バ
ス
は
、
地
域
の
代
表
者
の

方
々
で
構
成
さ
れ
た
「
運
行
協
議
会
」
が
、

鉄
道
や
バ
ス
が
運
行
し
て
い
な
い
「
交
通
空

白
地
域
」
の
解
消
と
高
齢
者
の
外
出
支
援
を

重
点
に
、
経
路
や
時
間
を
検
討
し
、
今
年
度

よ
り
運
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
る
住
民
バ
ス

を
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

４
月
８
日
㈫
、
桃
生
公
民
館
２
階
会
議
室

を
会
場
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
級
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
員
が
一
人
一
人
の
名
前
を
読
み
上
げ

る
と
、
新
一
年
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
14
人

は
、
大
き
な
声
で
返
事
を
し
て
、
こ
れ
か
ら

の
活
動
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
せ
ん
だ
ん
の
杜
な
か
つ
や
ま

で
桃
生
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し

て
き
ま
し
た
が
、
利
用
希
望
児
の
増
加
に
伴

い
、
今
年
度
か
ら
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に

桃
生
地
区
第
二
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
6
日
㈰
か
ら
15
日
㈫
ま
で
の
10
日
間
、

全
国
一
斉
に
春
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
雄
勝
地
区
で
も
交
通
安
全
教

室
や
、
毎
朝
、
街
頭
に
立
っ
て
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
る
な
ど
、

各
地
区
の
皆
さ
ん

や
交
通
安
全
協
会
、

交
通
安
全
指
導
隊
、

交
通
安
全
母
の
会

な
ど
地
域
全
体
が

一
体
と
な
り
、
交

通
事
故
の
撲
滅
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安

住
民
バ
ス 

運
行
ス
タ
ー
ト
!!

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
級
式

交  

通  

安  

全

地
域
総
ぐ
る
み

全
運
動
期
間
中
の
最
終
日
に
は
、
恒
例
の
雄

勝
小
学
校
交
通
安
全
少
年
団
に
よ
る
「
交
通

安
全
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、
小
学
校
か
ら

総
合
支
所
ま
で
の
区
間
を
行
進
し
、
交
通
安

全
を
願
い
だ
る
ま
に
目
を
入
れ
ま
し
た
。
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待
さ
れ
る
選
手
の
本
も
あ
り
、
訪
れ
た
方
は
、

興
味
深
げ
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
６
月
１
日
㈰
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

このコーナーでは、催し物やまちのできごと、地域の情報などを紹介します。

北上地区牡鹿地区

石巻地区

　

４
月
８
日
㈫
、
3
月
に
閉
校
し
た
相
川
中

学
校
を
統
合
し
た
第
20
回
北
上
中
学
校
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
39
人
は
、
緊
張
し
な
が
ら
も
、
晴

れ
や
か
な
表
情
で
入
場
し
、
新
入
生
一
人
一

人
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、
「
中
学
校
生
活
は
、
大
事

な
基
礎
を
築
く
三
年
間
で
あ
る
こ
と
。
こ
の

日
の
新
鮮
な
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、
中
学

校
生
活
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
成
長
し
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
で
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
生
代
表
と
し
て
、佐
々
木
薫
子
さ
ん
が
、

「
誓
い
の
言
葉
」を
述
べ
、
全
校
117
人
で
新
生

北
上
中
学
校
の
第
一
歩
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

図
書
館
に
お
い
て
企
画
展
「
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
年
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
な
の
で
、
ス

ポ
ー
ツ
関
係
の
本
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と

企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関

係
や
球
技
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
な
ど
約
100
冊
の

本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、「
石
巻
と
野
球
コ
ー
ナ
ー
」

で
は
『
石
巻
野
球
界
の
父
』
と
言
わ
れ
た
毛も
う

利り

理り

惣そ
う

治じ

氏
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
そ

れ
に
関
連
す
る
「
石
巻
市
体
育
協
会
史
（
昭

和
55
年
発
行
）」
な
ど
の
貴
重
な
本
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
が
期

　

４
月
７
日
㈪
、
石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流

広
場
に
お
い
て
、
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
の
出
動
式
が
行
わ
れ
、
交
通
安
全

指
導
隊
、
石
巻
警
察
署
員
、
石
巻
地
区
安
全

運
転
管
理
者
会
な
ど
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
市
石
巻
交
通
安
全
母
の
会
阿
部

あ
や
子
さ
ん
が
「
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
交
通
安
全
運
動
を
強
力
に
進
め
ま
し
ょ

う
」
と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

白
バ
イ
を
先
頭
に
、
パ
ト
カ
ー
と
交
通
安
全

広
報
車
が
出
動
し
、
広
く
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

み
ん
な
の
力
で

交
通
事
故
の
な
い 

石
巻
を
つ
く
ろ
う

ス
ポ
ー
ツ
の

す
ば
ら
し
さ
を

紹
介

新
た
な
歴
史
と
伝
統
を

  

新
生
北
上
中
学
校
！　

入
学
式
！

　

４
月
14
日
㈪
、
鮎
川
を
基
地
と
す
る
調
査

捕
鯨
が
開
始
さ
れ
、
牡
鹿
公
民
館
ホ
ー
ル
に

て
出
港
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
内
容
は
、
ミ
ン
ク
鯨
の
胃
の

内
容
物
な
ど
か
ら
、
餌
と
な
る
魚
類
と
量
を

特
定
し
て
、
鯨
の
生
態
系
や
漁
業
資
源
へ
の

影
響
な
ど
を
調
査
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
期
間
は
５
月
25
日
㈰
ま

で
と
な
っ
て
お
り
、
ミ
ン
ク

鯨
60
頭
を
捕
獲
す
る
予
定
で

す
。
ク
ジ
ラ
の
水
揚
げ
風
景
や

小
型
捕
鯨
船
な
ど
、
か
つ
て
繁

栄
し
て
い
た
こ
ろ
の
捕
鯨
基
地

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一
度
鮎
川
港
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。	

	
	

	
	

三
陸
沖
鯨
類
捕
獲
調
査
始
ま
る
！


